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●２点目です。“皆さんは、大きなチャンスを持っている”という話です。

皆さんは、世界でも安心安全が確保されている日本で暮らしています。

さらに、つくばという学習や研究を進める上で最高の地で生活できています。

そして、ＳＳＨなどで最先端の学習ができる並木中等教育学校に登校しています。

同級生を見てください。優秀で活発に意見交換ができ、お互い高め合うことができ

る友人がたくさんいます。

最後に、皆さんが学校に通えように支援をしてくださる保護者の方や近所の方々が

います。

この地域、そして皆さんは、地球全体、日本の中でみても、恵まれた環境にいると

言っていいのではないでしょうか。そのことに気付いていますか。

私から見ると、これらのことを、皆さんは当たり前と思っていて、恵まれている、

幸せだと感じている人が少ないような気がしています。

並木中等の学びの素晴らしさはたくさんあります。もう少し紹介します。

➀本校は今回のオンライン授業の期間でも６時間体制で行えました。

②一人一研究の課題探究、ＳＳＨ関連の講演会、国際交流の集いなど、他校では体験

できないものが多く実施しています。

③クロスカリキュラム ＳＴＥＡＭ教育など、未来の教育を先取りしている授業もあ

ります。

④学校の周辺には日本の中でも名だたる研究施設がたくさんあります。本校ではこれ

らのいくつかとインターンシップを始めています。筑波大学とも生徒が課題探究で相

談をし、アドバイスをいただける連携体制が整っています。

④部活動、委員会活動でも、年次、前期後期を超えて教えてもらえる機会がたくさん

あります。見て学べるチャンスがたくさんあるということです。皆さんはこれらに参

加できる権利があるのです。

あなたの周りにあるチャンスを見つけてください。「私の周りにはチャンスがない」

という人、そんなことはありません。まだ、気付いていないだけです。

しかし、黙って、誘われるのを待っているだけではダメです。お客さんでは並木中

等のよさを十分に体験できないでしょう。積極的に、「私、これをやりたい。参加した

い。」と主張してください。

“チャンスに気付き、活かせることも実力のうち”といいます。

並木中等で伸びている生徒はこれらの学びや行事を上手に活用しています。皆さん

には、並木中等で実施しているたくさんの学びの体験を活用して、将来に役立ててい

ただきたいと思っています。私からは以上です。




